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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サスポエマルション製剤であって:
(a)(i)アルキレンオキシドコポリマー、エチレンオキシド－プロピレンブロックコポリマ
ーのC2～6アルキル付加体、エチレンオキシド－ブチレンオキシドブロックコポリマーのC

2～6アルキル付加体、及びポリオキシエチレン－ポリオキシプロピレンモノアルキルエー
テルからなる群から選択された１又は複数のブロックコポリマー、並びに
　　(ii)E0-POブロックコポリマー、ブトキシブロックコポリマー、グラフトくし型ポリ
マー、ポリエチレングリコールモノエステル及びジエステル、ポリグリセリルアルコール
エーテル、アルキルエトキシレート、トリシリルエトキシレート、アルキルアリールエト
キシレート及びアルキルポリグリコシドからなる群から選択された１又は複数の非イオン
界面活性剤、
を含んで成る連続相;
(b)(i)クロロアセトアミド、及び
　　(ii)10,000～1,000,000Daの分子量を有し且つポリプロピレン、ポリイソブチレン、
ポリイソプレン、モノオレフィンとジオレフィンのコポリマー、ポリアクリレート、ポリ
スチレン、ポリビニルアセテート、ポリウレタン及びポリアミドからなる群から選択され
たポリマー安定化剤、
を含んで成る分散エマルション相;並びに
(c)(i)2-(置換ベンゾイル)-1,3-シクロへキサンジオン除草剤;及び
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　　(ii)安定化金属塩、
を含んで成る分散固相、
を含んで成るサスポエマルション製剤。
【請求項２】
　１又は複数の更なる活性成分を含んで成る、請求項１に記載のサスポエマルション製剤
。
【請求項３】
　前記更なる活性成分が除草剤である、請求項２に記載のサスポエマルション製剤。
【請求項４】
　前記更なる活性成分がセーフナー又は解毒剤化合物である、請求項２に記載のサスポエ
マルション製剤。
【請求項５】
　前記更なる活性成分が除草剤及びセーフナー又は解毒剤化合物を含んで成る、請求項２
に記載のサスポエマルション製剤。
【請求項６】
　前記連続相が、水、グリコール又はアルコールからなる群から選択されている、請求項
１～５のいずれか１項に記載のサスポエマルション製剤。
【請求項７】
　前記連続相が水である、請求項６に記載のサスポエマルション製剤。
【請求項８】
　前記クロロアセトアミドが式(I)：

【化１】

（式中、Rlは水素、メチル又はエチルであり;R2は水素又はエチルであり;R3は水素又はメ
チルであり；そしてR4はメチル、メトキシ、メトキシメチル、エトキシ、又はブトキシで
ある）
の化合物である、請求項１～７のいずれか１項に記載のサスポエマルション製剤。
【請求項９】
　前記クロロアセトアミドがメトラクロール、アセトクロール及びアラクロールからなる
群から選択されている、請求項８に記載のサスポエマルション製剤。
【請求項１０】
　前記クロロアセトアミドがs-メトラクロールである、請求項９に記載のサスポエマルシ
ョン製剤。
【請求項１１】
　前記2-(置換ベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオン化合物が式(II)：
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【化２】

（式中、Xはハロゲン原子;任意に１又は複数の基-OR5もしくは１又は複数のハロゲン原子
によって任意に置換されている炭素原子を最大で6個含む直鎖状もしくは分鎖状のアルキ
ルもしくはアルコキシ基;又はニトロ、シアノ、-CO2R

6、-S(O)mR
5、-O(CH2)rOR

5、-COR6

、-NR6R7、-SO2NR
6R7、-CONR6R7、-CSNR6R7、及び-OSO2R

8から選択された基であり;
　R5は、任意に１又は複数のハロゲン原子によって置換されている炭素原子を最大で6個
含む直鎖状又は分鎖状のアルキル基を示し；
　R6及びR7は各々独立して、水素原子;又は任意に１又は複数のハロゲン原子によって置
換されている炭素原子を最大で6個含む直鎖状又は分鎖状のアルキル基を示し;
　R8は１又は複数のハロゲン原子によって任意に置換されている炭素原子を最大で6個含
む直鎖状もしくは分鎖状のアルキル、アルケニルもしくはアルキニル基;又は炭素原子を3
～6個含むシクロアルキル基を示し；
　各Zは独立して、ハロ、ニトロ、シアノ、S(O)mR

9、OS(O)mR
9、C1～6アルキル、C1～6ア

ルコキシ、C1～6ハロアルキル、C1～6ハロアルコキシ、カルボキシ、Cl～6アルキルカル
ボニルオキシ、Cl～6アルコキシカルボニル、Cl～6アルキルカルボニル、アミノ、C1～6

アルキルアミノ、各アルキル基において規定数の炭素原子を独立して有するC1～6ジアル
キルアミノ、C1～6アルキルカルボニルアミノ、Cl～6アルコキシカルボニルアミノ、Cl～
6アルキルカルボニルアミノ、各アルキル基中に規定数の炭素原子を独立して有するC1～6

ジアルキルアミノカルボニルアミノ、C1～6アルコキシカルボニルオキシ、C1～6アルキル
アミノカルボニルオキシ、C1～6ジアルキルカルボニルオキシ、フェニルカルボニル、置
換されたフェニルカルボニル、フェニルカルボニルオキシ、置換されたフェニルカルボニ
ルオキシ、フェニルカルボニルアミノ、置換されたフェニルカルボニルアミノ、フェノキ
シ又は置換されたフェノキシを示し;
　R9は、シアノ、-COR10、-CO2R

10又は-S(O)mR
llを示し ;

　R10は水素又は炭素原子を最大で6個含む直鎖状もしくは分鎖状のアルキル基を示し;
　R11は、C1～6アルキル、C1～6ハロアルキル、C1～6シアノアルキル、ハロゲン、シアノ
又はC1～4アルキルにより任意に置換されたC3～8シクロアルキルを示し;又は任意に１～
３個の同じもしくは異なるハロゲン、ニトロ、シアノ、C1～4ハロアルキル、C1～4アルキ
ル、C1～4アルコキシもしくは-S(O)mR

l2により置換されたフェニルを示し ;
　R12はCl～4アルキルを示し;
　Qは各々独立して、C1～4アルキル又は-CO2R

l3を示し、ここでRl3はC1～4アルキルであ
り;
　mは0、1又は2であり;
　nは0又は1～4の整数であり;
　rは1、2又は3であり;そして
　pは0又は1～6の整数である）
である、請求項1～10のいずれか１項に記載のサスポエマルション製剤。
【請求項１２】
　前記式（II）の前記2-(置換ベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオンは、2-(2'-ニトロ-
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4'-メチルスルホニルベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオン、2-(2'-ニトロ-4'-メチル
スルホニルオキシベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオン、2-(2'-クロロ-4'-メチルスル
ホニルベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオン、4,4-ジメチル-2-(4-メタンスルホニル-2
-ニトロベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオン、2-(2-クロロ-3-エトキシ-4-メタンスル
ホニルベンゾイル)-5-メチル-1,3-シクロヘキサンジオン及び2-(2-クロロ-3-エトキシ-4-
エタンスルホニルベンゾイル)-5-メチル-1,3-シクロヘキサンジオンからなる群から選択
されている、請求項1～10のいずれか１項に記載のサスポエマルション製剤。
【請求項１３】
　前記2-(置換ベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオンが2-(2'-ニトロ-4'-メチルスルホ
ニルベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオンである請求項１２に記載のサスポエマルショ
ン製剤。
【請求項１４】
　前記安定化金属塩が、カルシウム、ベリリウム、バリウム、チタニウム、マグネシウム
、亜鉛、鉄、コバルト、ニッケル及び銅の塩である、請求項１～１３のいずれか１項に記
載のサスポエマルション製剤。
【請求項１５】
　前記安定化金属塩が、マグネシウム、マンガン、亜鉛、鉄、コバルト、ニッケル及び銅
の塩からなる群から選択されている、請求項１４に記載のサスポエマルション製剤。
【請求項１６】
　前記安定化金属塩が銅塩である、請求項１５に記載のサスポエマルション製剤。
【請求項１７】
　不都合な植物の成長を調節するための方法であって、請求項１～１６のいずれか１項に
記載の製剤をかかる植物のある場所に対して適用することを含んで成る方法。
【請求項１８】
　不都合な植物の成長を調節するための請求項１～１６のいずれか１項に記載のサスポエ
マルション製剤の使用。
【請求項１９】
　サスポエマルション製剤であって:
(a)(i)アルキレンオキシドコポリマー、エチレンオキシド－プロピレンブロックコポリマ
ーのC2～6アルキル付加体、エチレンオキシド－ブチレンオキシドブロックコポリマーのC

2～6アルキル付加体、及びポリオキシエチレン－ポリオキシプロピレンモノアルキルエー
テルからなる群から選択された１又は複数のブロックコポリマー、並びに
　　(ii)E0-POブロックコポリマー、ブトキシブロックコポリマー、グラフトくし型ポリ
マー、ポリエチレングリコールモノエステル及びジエステル、ポリグリセリルアルコール
エーテル、アルキルエトキシレート、トリシリルエトキシレート、アルキルアリールエト
キシレート及びアルキルポリグリコシドからなる群から選択された１又は複数の非イオン
界面活性剤、
を含んで成る連続相;
(b)(i)クロロアセトアミド、及び
　　(ii)10,000～1,000,000Daの分子量を有し且つポリプロピレン、ポリイソブチレン、
ポリイソプレン、モノオレフィンとジオレフィンのコポリマー、ポリアクリレート、ポリ
スチレン、ポリビニルアセテート、ポリウレタン及びポリアミドからなる群から選択され
たポリマー安定化剤、
を含んで成る分散エマルション相;並びに
(c)(i)メソトリオン;及び
　　(ii)安定化金属塩、
を含んで成る分散固相、
を含んで成るサスポエマルション製剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、活性成分を２種類以上含んで成る新規農芸化学製剤及びその使用に関連する
。
【０００２】
　農薬の製造者は、広範な農薬製品に対する要請を確認している。単一活性成分製剤がか
かる広範な要請にみあうことはまれであり、従って、おそらく最大４種類の生物活性成分
を含む組み合わせ製品が開発されてきた。かかる製品は、いくつかの更なる利点の例えば
、タンク混合の省略;製品在庫の減少;時間と金の節約;並びに作物に噴霧する膨大な時間
の低減を有する。
【０００３】
　かかる製品の開発は比較的単純であるが、ただし、組み合わされる活性成分は、物理的
、化学的及び生物学的に適合性であるべきだ。これらの状況下で、活性成分は、当業界で
周知の広範囲の製剤型において組み合わされて良い。活性成分が、物理的、化学的及び/
又は生物学的に適合性がない場合、かかる非適合性に関連した問題を解消するために新規
製剤を開発する必要がある。製剤の種類の一つの例は、いわゆる「サスポエマルション製
剤」である。これらサスポエマルション製剤は、エマルション相（１又は複数の活性成分
を含む）を、固形分散体の形態において１又は複数の活性成分をも含む連続相と組み合わ
せることによって形成されているこの種類の製剤には、輸送、保存及びフィールド適用の
容易さに関連したいくつかのユーザーに対する利点がある。
【０００４】
　しかし、かかるサスポエマルション製剤の処方は、容易ではない。満足のいく物理的及
び化学的安定性を有するサスポエマルション製剤を処方するための技術的挑戦及び複雑さ
は以前から報告されている(例えば、Suspoemulsion Technology and Trends, Joseph R. 
Winkle, Pesticide Formulation and Adjuvant Technology, CRC Press,1996を参照のこ
と)。
【０００５】
　本発明の活性成分をサスポエマルションへと処方を試みる場合、特定の問題に出くわす
。使用される１つの好適な活性成分は、2-(2'-ニトロ-4'-メチルスルホニルベンゾイル)-
1,3-シクロヘキサンジオン)であり、それは遊離酸としてかあるいは金属塩のいずれかに
おいて存在していて良い。メソトリオン遊離酸は、ある範囲のpH条件及び/又は濃度の下
、水性媒体中で化学的に不安定である。化学的な不安定性の問題は、メソトリオン遊離酸
を金属キレート剤の例えば、銅塩又は亜鉛塩によりキレートすることによって解消されう
る。しかし、金属塩を組成物中へと導入することで生じるサスポエマルションの物理的安
定性とともに、重度の錯化がもたらされた。キレート化されたメソトリオン粒子は、エマ
ルション相へと移動する（ヘテロフロック化/凝集として知られている現象）ことに気付
いた。界面活性系に依存して、このヘテロフロック化/凝集は、瞬間的にマクロスケール
で又は比較的ゆっくりと、マクロスケールにおけるストレス下のみで生じうる。これは、
非常に異常な挙動であると考えられ、何故なら、それは見掛け上この事象が単なるフロッ
ク化(界面に対する界面の)事象ではなく、実際には、エマルション液滴内部へのメソトリ
オン(mesotrione)の移動だからである。
【０００６】
　従って、本発明の目的は、2-(置換ベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオン除草剤を活
性成分の１つとして含んで成る、化学的及び物理的に安定なエマルション製剤を提供する
ことである。
【０００７】
　従って、本発明の第一の観点は、サスポエマルション製剤を提供し、当該製剤は:
　（a）連続相であって：
　　（i）１又は複数のブロックコポリマー、及び
　　（ii）１又は複数の非イオン界面活性剤
を含んで成る連続相；
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　（b）分散したエマルション相であって：
　　（i）クロロアセトアミド、及び
　　（ii）ポリマー安定化剤
を含んで成る連続相；並びに
　（c）分散固相であって：
　　（i）2－（置換ベンゾイル）－1,3－シクロヘキサンジオン除草剤；及び
　　（ii）安定化金属塩、
を含んで成る分散固相、
を含んで成るサスポエマルション製剤を提供する。
【０００８】
　本発明のサスポエマルション製剤は、任意に更に、１又は複数の更なる活性成分を含ん
で成って良い。１又は複数の更なる活性成分は、農薬の例えば、除草剤、殺真菌剤、殺昆
虫剤なであって良い；又は更なる活性成分は、セーフナー（safeners）又は解毒剤として
公知のクラスから選択された化合物であって良い。製剤中の活性成分の濃度は、適切に1g
/l～500g/1であり、そして好適に2g/1～300g/lである。
【０００９】
　１つの好適な実施態様において、サスポエマルション製剤は更に、除草剤である更なる
活性成分を含んで成り、例えば、トリアジンの例えばアトラジンもしくはテルブチラジン
；リン酸塩除草剤の例えば、グリフォセートもしくはその塩；又はフォスフィン酸塩除草
剤の例えば、グリフォシネート又はその塩として公知の種類から選択されている。更なる
除草剤の濃度は適切に、5g/l～500g/1、そして好適に10g/l～300g/lである。最も好適に
、更なる除草剤は、トリアジン、好適にはアトラジン又はテルブチラジンである。適切に
、更なる除草剤は、サスポエマルションの分散固相中に存在している。
【００１０】
　第二の好適な実施態様において、サスポエマルション製剤は更に、ベノキサコールなど
セーフナー又は解毒剤として公知の種類の化合物から選択されている。セーフナーの濃度
は、適切に1g/l～100g/lであり、そして好適に2g/l～40g/lである。適切に、セーフナー
は、サスポエマルションの分散エマルション相中に存在している。
【００１１】
　第三の好適な実施態様において、サスポエマルション製剤は、更に活性成分を２種類以
上含んで成り、ここで当該更なる活性成分の１つは、除草剤の例えば、トリアジンの例え
ば、アトラジン又はテルブチルアジンであり、そして更なる他の活性成分の１つは、セー
フナーの例えば、ベノキサコールである。
【００１２】
　連続相は、任意の適切な溶媒の例えば、水、グリコール又はアルコールであって良いが
、好適には水である。
【００１３】
　本発明において使用されて良い(分散固相中又は分散エマルション相のいずれかにおい
て)適切なブロックコポリマーの例としては、アルキレンオキシドコポリマー(例えば、エ
チレンオキシド-プロピレンオキシドブロックコポリマー、エチレンオキシド-ブチレンオ
キシドブロックコポリマー)、エチレンオキシド-プロピレンオキシドブロックコポリマー
のC2～6アルキル付加体、エチレンオキシド-ブチレンオキシドブロックコポリマーのC2～
6アルキル付加体、ポリオキシエチレン-ポリオキシプロピレンモノアルキルエーテルの例
えば、ブチルエーテル、メチルエーテル、プロピルエーテル、エチルエーテル、又はその
混合物が挙げられる。ブロックコポリマー及びそれらの使用可能物の更なる例は、当業者
に公知である。適切に、本発明のサスポエマルション製剤中のブロックコポリマーの濃度
は、0.1～10.0%であり、そして好適には、0.2～7.0%である。
【００１４】
　本発明において使用されて良い非イオン界面活性剤の例は、当業者に公知であり、そし
て限定されないが、EO-POブロックコポリマー、ブトキシブロックコポリマー、グラフト
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くし型ポリマー、ポリエチレングリコールモノエステル及びジエステル、ポリグリセリル
アルコールエーテル、アルキルエトキシレート、トリシリルエトキシレート、アルキルア
リールエトキシレート及びアルキルポリグリコシドが挙げられる。適切に、本発明のサス
ポエマルション中の非イオン性界面活性剤の濃度は、0.2～15.0%であり、そして好適に0.
5～10.0%である。
【００１５】
　本発明中で使用するために適したクロロアセトアミドの例は、式(I)：
【化１】

（式中、Rlは水素、メチル又はエチルでありR2は水素又はエチルであり;R3は水素又はメ
チルであり;そしてR4はメチル、メトキシ、メトキシメチル、エトキシ、又はブトキシで
ある）
である。適切に、クロロアセトアミドは、メトラクロール、アセトクロール、及びアラク
ロールからなる群から選択されており、好適にはメトラクロールであり、そして最も好適
には、s-メトラクロールである。適切に、前記サスポエマルション製剤中のクロロアセト
アミドの濃度は、100～750g/lであり、一層適切には250～500g/lである。
【００１６】
　本発明において使用されて良い適切なポリマー安定化剤の例は、分子量10,000～1,000,
000Daを有し、そして限定されないが、ポリプロピレン、ポリイソブチレン、ポリイソプ
レン、モノオレフィンとジオレフィンのコポリマー、ポリアクリレート、ポリスチレン、
ポリビニルアセテート、ポリウレタン又はポリアミドが挙げられる。適切に、本発明のサ
スポエマルション製剤中でのポリマー安定化剤の濃度は、0.1～7.0%であり、そして好適
には0.2～4.0%である。
【００１７】
　適切に、本発明中で使用するための2-(置換ベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオンは
式(II)：
【化２】

（式中、Xはハロゲン原子;任意に１又は複数の基-OR5もしくは１又は複数のハロゲン原子
によって任意に置換されている炭素原子を最大で6個含む直鎖状もしくは分鎖状のアルコ
キシもしくはアルキル基;又はニトロ、シアノ、-CO2R

6、-S(O)mR
5、-O(CH2)rOR

5、-COR6

、-NR6R7、-SO2NR
6R7、-CONR6R7、-CSNR6R7及び-OSO2R

8から選択された基を示し;
　R5は、任意に１又は複数のハロゲン原子によって置換されている炭素原子を最大で6個
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含む直鎖状又は分鎖状のアルキル基を示し；
　R6及びR7は各々独立して、水素原子;又は任意に１又は複数のハロゲン原子によって置
換されている炭素原子を最大で6個含む直鎖状又は分鎖状のアルキル基を示し;
　R8は任意に１又は複数のハロゲン原子によって置換されている炭素原子を最大で6個含
む直鎖状もしくは分鎖状のアルキル、アルケニルもしくはアルキニル基;又は炭素原子を3
～6個含むシクロアルキル基を示し；
　各Zは独立して、ハロ、ニトロ、シアノ、S(O)mR

9、OS(O)mR
9、C1～6アルキル、C1-6ア

ルコキシ、C1～6ハロアルキル、C1-6ハロアルコキシ、カルボキシ、Cl～6アルキルカルボ
ニルオキシ、Cl～6アルコキシカルボニル、Cl～6アルキルカルボニル、アミノ、C1-6アル
キルアミノ、各アルキル基において独立して規定数の炭素原子を有するC1～6ジアルキル
アミノ、C1-6アルキルカルボニルアミノ、Cl～6アルコキシカルボニルアミノ、Cl～6アル
キルカルボニルアミノ、各アルキル基中に規定数の炭素原子を独立して有するC1～6ジア
ルキルアミノカルボニルアミノ、C1～6アルコキシカルボニルオキシ、C1～6アルキルアミ
ノカルボニルオキシ、C1～6ジアルキルカルボニルオキシ、フェニルカルボニル、置換さ
れたフェニルカルボニル、フェニルカルボニルオキシ、置換されたフェニルカルボニルオ
キシ、フェニルカルボニルアミノ、置換されたフェニルカルボニルアミノ、フェノキシ又
は置換されたフェノキシであり;
　R9はシアノ、-COR10、-CO2R

10又は-S(O)mR
llを示し;

　R10は水素又は炭素原子を最大で6個含む直鎖状もしくは分鎖状のアルキル基を示し;
　R11は、C1～6アルキル、C1～6ハロアルキル、C1～6シアノアルキル、ハロゲン、シアノ
又はC1～4アルキルにより任意に置換されたC3～8シクロアルキルを示し;又は任意に１～
３個の同じ又は異なるハロゲン、ニトロ、シアノ、C1～4ハロアルキル、C1～4アルキル、
C1～4アルコキシもしくは-S(O)mR

l2により置換されたフェニルを示し;
　R12はCl～4アルキルを示し;
　Qは各々独立して、C1～4アルキル又は-CO2R

l3を示し、ここでRl3はC1～4アルキルであ
り;
　mは0、1又は2であり;
　nは0又は1～4の整数であり;
　rは1、2又は3であり;そして
　pは0又は1～6の整数であり；
　適切に、Xはクロロ、ブロモ、ニトロ、シアノ、C1～4アルキル、-CF3、-S(O)mR

5、又は
-OR5 であり;
　Zは各々独立して、クロロ、ブロモ、ニトロ、シアノ、Cl～4アルキル、-CF3、-OR5、-O
S(O)mR

9又は-S(O)mR
9であり;

　nは1又は2であり; そして
　pは0である）
の化合物である。
【００１８】
　好適に、式(II)の2-(置換ベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオンは、2-(2'-ニトロ-4'
-メチルスルホニルベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオン、2-(2'-ニトロ-4'-メチルス
ルホニルオキシベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオン、2-(2'-クロロ-4'-メチルスルホ
ニルベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオン、4,4-ジメチル-2-(4-メタンスルホニル-2-
ニトロベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオン、2-(2-クロロ-3-エトキシ-4-メタンスル
ホニルベンゾイル)-5-メチル-1,3-シクロヘキサンジオン及び2-(2-クロロ-3-エトキシ-4-
エタンスルホニルベンゾイル)-5-メチル-1,3-シクロヘキサンジオンから成る群から選択
されており;最も好適には2-(2'-ニトロ-4'-メチルスルホニルベンゾイル)-1,3-シクロヘ
キサンジオンである。
【００１９】
　適切に、本発明のサスポエマルション製剤における2-(置換ベンゾイル)-1,3-シクロヘ
キサンジオンの濃度は、1O～100g/lであり、一層適切には25～60g/lである。
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【００２０】
　使用されて良い適切な安定化金属塩の例としては、カルシウム、ベリリウム、バリウム
、チタニウム、マグネシウム、マンガン、亜鉛、鉄、コバルト、ニッケル及び銅の塩が挙
げられ;最も適切なものは、マグネシウム、マンガン、亜鉛、鉄、コバルト、ニッケル及
び銅塩であり;特に好適なものは銅塩であり、例えば、水酸化銅である。適切に、本発明
のサスポエマルション製剤における安定化金属塩の濃度は0.01～4.0%であり、そして好適
には0.02～1.5%である。
【００２１】
　本発明の更なる観点において、雑草など(天然の手段によって又は遺伝子組み換えによ
って１又は複数の除草剤に対して耐性を示す)トウモロコシなど所望の植物種の場所の周
辺に存在しうる不都合な植物の成長を制御する方法が供されており、当該方法は、本発明
の製剤をかかる不都合な植物の場所に対して適用することを含んで成る。代わりに、本発
明の更なる観点において、不都合な植物を制御するための本発明の製剤の使用が供されて
いる。不都合な植物の例としては、限定されないが、ベルベットリーフ、アオゲイトウ、
通常の水性麻（common water hemp）、パルマーアマランス（Palmer amaranth）、アメリ
カアサガオ、アメリカキンゴジカ、オオブタクサ、ブタクサ、オナモミ、イヌホウズキ、
シロアカザ、アメリカサナエタデ、ヒマワリ、チョウセンアサガオ、アメリカツノクサネ
ム、トゲのあるトウダイグサ（toothed spurge）、ユベリヒユ、ヒメシバ、キンエノコロ
及びコキアが挙げられる。これら雑草は、１又は複数の除草剤に対して耐性を示しても示
さなくても(天然に又は遺伝子組換えのいずれかによって)良い。サスポエマルション製剤
は、穀物が新生する前又は新生する後のいずれかにおいて適用されて良い。好適に、当該
製剤は、新生前に適用されている。当該製剤は、空気によって適用されるかあるいは公知
の技術の例えば、ハイドロリックノズルスプレーによって地面上に適用されて良い。
【００２２】
　本発明のサスポエマルション製剤の１つの利点とは、大多数の条件下、当該製剤をたっ
た一度適用することによって四季を通じて雑草を長期に渡りコントロールすることができ
ることである。
【００２３】
　本発明は、例示によってのみ記載されるだろう。
【実施例】
【００２４】
　実施例1
　1.1 予混合物の調製
　1.1.1 S-メトラクロールEWの調製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量%
S-メトラクロール〔(b)(i)〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66.67 
除草剤解毒剤（ベノキサコールなど）　　　　 　　　　　　　　　　　　3.33
ポリマー（ポリスチレンなど）〔(b)(ii)〕　　　　　　　　　　　　　　4.18 
ブロックコポリマー（プルロニックP65など）〔(a)(i)〕　　　　　　　　2.13
シリコーン消泡剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　0.18 
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23.51
【００２５】
　ポリスチレン及びベノキサコールをs-メトラクロール中に溶かしている。
【００２６】
　プルロニックP65を水性相中に溶かしそして消泡剤を加えている。この２つを、1～40ミ
クロンの粒度を有するエマルション化した有機相が形成されるように組み合わせている。
【００２７】
　1.1.2 メソトリオンミルベースの調製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量% 
メソトリオン〔(c)(i)〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35.00 
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非イオン界面活性剤（16モルのEOを伴うトリスチリルフェノールなど）〔(a)(ii)〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2.89 
酢酸(56%) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11.01 
水酸化銅(100%)〔(c)(ii)〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3.50 
シリコーン消泡剤　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　0.10 
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　0.10 
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47.40
【００２８】
　水、酢酸及び水酸化銅を一緒に混合する。メソトリオンを加える。非イオン界面活性剤
、消泡剤、及びキサンタンガムを加えて均一になるまで混合する。粒度の中央値が1～6ミ
クロンになるまで粉砕する。
【００２９】
　1.2 最終産物の調製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量% 
S-メトラクロールEW　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55.20
メソトリオンミルベース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10.50
エチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　3.00
非イオン界面活性剤（C9-C11アルキルポリグリコシドなど）〔(a)(ii)〕　6.00
ブロックコポリマー（ブチルPO/EO界面活性剤）〔(a)(i)〕　　　　　　　5.00
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0.16
防腐剤（ベンゾイソチアゾリノンなど）　　　　　　　　　　 　　　　　0.15
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のこり
【００３０】
　s-メトラクロールEW、プロピレングリコール、非イオン界面活性剤、ブロックコポリマ
ー及びいくらかの水を一緒に混合する。メソトリオンミリベースを加えて混合する。キサ
ンタンガム及び防腐剤を加えて均一に成るまで混合する。もし必要なら、アッセイ及び水
による調整を行う。
【００３１】
　実施例2
　2.1予混合物の調製
　2.1.1 S-メトラクロールEWの調製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量%
S-メトラクロール〔(b)(i)〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66.67 
除草剤解毒剤（ベノキサコールなど）　　　　　　　　　　　 　　　　　3.33
ポリマー（ポリスチレンなど）〔(b)(ii)〕　　　　　　　　　　　　　　3.68 
ブロックコポリマー（プルロニックF108など）〔(a)(i)〕 　　　　　　　1.00
シリコーン消泡剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　0.18 
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25.14
【００３２】
　ポリスチレン及びベノキサコールをs-メトラクロール中に溶かしている。
【００３３】
　プルロニックP65を水性相中に溶かし、そして消泡剤を加えている。この２つを、1～40
ミクロンの粒度を有するエマルション化した有機相が形成されるように組み合わせている
。
【００３４】
　2.1.2 メソトリオンミルベースの調製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量% 
メソトリオン〔(c)(i)〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35.00 
非イオン界面活性剤（25モルのEOを伴うトリスチリルフェノールなど）〔(a)(ii)〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3.50
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酢酸(56%) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11.01 
水酸化銅(100%）〔(c)(ii)〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5.00 
シリコーン消泡剤　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　0.10 
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　0.10 
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45.29
【００３５】
　水、酢酸及び水酸化銅を一緒に混合する。メソトリオンを加える。非イオン界面活性剤
、消泡剤、及びキサンタンガムを加えて均一になるまで混合する。粒度の中央値が1～6ミ
クロンになるまで粉砕する。
【００３６】
　2.2 最終産物の調製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量% 
S-メトラクロールEW　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55.20
メソトリオンミルベース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10.50
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3.00
非イオン界面活性剤（C9-C11アルキルポリグリコシドなど）〔(a)(ii)〕　5.00
ブロックコポリマー（ブチルPO/EO界面活性剤など）〔(a)(i)〕　　　　　6.00
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0.16
防腐剤（ベンゾイソチアゾリノンなど）　　　　　　　　　　　　　　　 0.15
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のこり
【００３７】
　s-メトラクロールEW、プロピレングリコール、非イオン界面活性剤、ブロックコポリマ
ー及びいくらかの水を一緒に混合する。メソトリオンミリベースを加えて混合する。キサ
ンタンガム及び防腐剤を加えて均一に成るまで混合する。もし必要なら、アッセイ及び水
による調整を行う。
【００３８】
　実施例３
　3.1予混合物の調製
　3.1.1 S-メトラクロールEWの調製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量%
S-メトラクロール〔(b)(i)〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66.67
除草剤解毒剤（ベノキサコールなど）　　　　　　　 　　　　　　　　　3.33
ポリマー（ポリスチレンなど）〔(b)(ii)〕　　　　　　　　　　　　　　2.12 
ブロックコポリマー（プルロニックP68など）〔(a)(i)〕　　　　　　　　1.50
シリコーン消泡剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　0.18 
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26.20
【００３９】
　ポリスチレン及びベノキサコールをs-メトラクロール中に溶かしている。
【００４０】
　プルロニックP68を水性相中に溶かし、そして消泡剤を加えている。この２つを、1～40
ミクロンの粒度を有するエマルション化した有機相が形成されるように組み合わせている
。
【００４１】
　3.1.2 メソトリオンミルベースの調製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量% 
メソトリオン〔(c)(i)〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35.00 
非イオン界面活性剤（40モルのEOを伴うトリスチリルフェノールなど）〔(a)(ii)〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2.89 
酢酸(56%) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11.01 
水酸化銅(100%) 〔(c)(ii)〕 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5.00 
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シリコーン消泡剤　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　0.10 
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　0.10 
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45.90
【００４２】
　水、酢酸及び水酸化銅を一緒に混合する。メソトリオンを加える。非イオン界面活性剤
、消泡剤、及びキサンタンガムを加えて均一になるまで混合する。粒度の中央値が1～6ミ
クロンになるまで粉砕する。
【００４３】
　3.2 最終産物の調製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量% 
S-メトラクロールEW　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55.20
メソトリオンミルベース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10.50
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3.00
非イオン界面活性剤（C9-C11アルキルポリグリコシドなど）〔(a)(ii)〕　7.00
ブロックコポリマー（ブチルPO/EO界面活性剤など）〔(a)(i)〕　　　　　3.00
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0.16
防腐剤（ベンゾイソチアゾリノンなど）　　　　　　　　　　　　　　　 0.15
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のこり
【００４４】
　s-メトラクロールEW、プロピレングリコール、非イオン界面活性剤、ブロックコポリマ
ー及びいくらかの水を一緒に混合する。メソトリオンミリベースを加えて混合する。キサ
ンタンガム及び防腐剤を加えて均一に成るまで混合する。もし必要なら、アッセイ及び水
による調整を行う。
【００４５】
　実施例4
　4.1 予混合物の調製
　4.1.1 s-メトラクロールEW (3.1.1を参照のこと)
　4.1.2 アトラジンミリベース
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量%
アトラジンテクニカル(100%)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57.80 
非イオン界面活性剤（4～8モルのEOを伴うアルキルエトキシレートなど）〔(a)(ii)〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0.58 
EO/PO/EOブロックコポリマー（プルロニックP38など）〔(a)(i)〕　　　　1.56 
グリセリン 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.50 
シリコーン消泡剤 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.12 
キサンタンガム 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.05 
防腐剤（ベンゾイソチアゾリノンなど）　　　　　　　　　　　　　　　 0.05 
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のこり
【００４６】
　界面活性剤、エチレングリコール及び水を均一になるまで混合する。消泡剤及びアトラ
ジンを加えて混合する。スラリーを粉砕して、粒度の95%が17ミクロン未満になるように
する。キサンタンガム及び防腐剤を加えて均一に成るまで混合する。
【００４７】
　4.1.3 メソトリオンミルベース(3.1.2を参照のこと)の調製
　4.2 最終製剤の調製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量%
s-メトラクロールEW　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 44.1
グリセリン 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.00
非イオン界面活性剤（C9-C11アルキルポリグリコシドなど）〔(a)(ii)〕　4.50
ブロックコポリマー（ブチルPQ/EO界面活性剤など）〔(a)(i)〕　　　　　4.50
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メソトリオンミルベース 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8.4
アトラジンベースミックス 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19.0
キサンタンガム 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0.9
防腐剤（ベンゾイソチアゾリノンなど）　　　　　　　　　　　　　　　　0.9
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のこり
【００４８】
　s-メトラクロールEW、水、プロピレングリコール及び界面活性剤を均一になるまで混合
する。メソトリオンミルベースを加えて混合する。アトラジンベースミックスを、しかる
後にキサンタンガム及び防腐剤を加えて均一になるまで混合する。
【００４９】
　実施例5
　5.1 予混合物の調製 
　5.1.1 s-メトラクロールEW(3.1.1を参照のこと)の調製
　5.1.2 アトラジンミリベース
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量%
アトラジンテクニカル(100%)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57.80 
非イオン界面活性剤（4～8モルのEOを伴うアルキルエトキシレート）〔(a)(ii)〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1.15 
EO/PO/EOブロックコポリマー（プルロニックP65など）〔(a)(i)〕　　　　0.70 
エチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3.00 
シリコーン消泡剤 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.12 
キサンタンガム 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.05 
防腐剤（ベンゾイソチアゾリノンなど）　　　　　　　　　　　　　　　 0.05 
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のこり
【００５０】
　界面活性剤、エチレングリコール及び水を均一になるまで混合する。消泡剤及びアトラ
ジンを加えて混合する。スラリーを粉砕して、粒度の95%が17ミクロン未満になるように
する。キサンタンガム及び防腐剤を加えて均一になるまで混合する。
【００５１】
　5.1.3 メソトリオンミルベース(2.1.2を参照のこと)の調製
　5.2 最終製剤の調製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量% 
s-メトラクロールEW 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44.1
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5.00
非イオン界面活性剤（C9-C11アルキルポリグリコシドなど）〔(a)(ii)〕　4.00
ブロックコポリマー（ブチルPQ/EO界面活性剤など）〔(a)(i)〕　　　　　5.00
メソトリオンミルベース 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8.4
アトラジンベースミックス 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19.0
キサンタンガム 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0.9
防腐剤（ベンゾイソチアゾリノン）　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.9
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のこり
【００５２】
　s-メトラクロールEW、水、プロピレングリコール及び界面活性剤を均一になるまで混合
する。メソトリオンミルベースを加えて混合する。アトラジンベースミックスを、しかる
後にキサンタンガム及び防腐剤を加えて均一に成るまで混合する。
【００５３】
　実施例6
　6.1 予混合物の調製
　6.1.1 s-メトラクロールEW(3.1.1を参照のこと)
　6.1.2 アトラジンミリベース
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量%
アトラジンテクニカル(100%)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57.80 
非イオン界面活性剤（4～8モルのEOを伴うアルキルエトキシレート）〔(a)(ii)〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1.69 
EO/PO/EOブロックコポリマー（プルロニックP38など）〔(a)(i)〕　　　　0.40 
エチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3.00 
シリコーン消泡剤 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.12 
キサンタンガム 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.05 
防腐剤（ベンゾイソチアゾリノンなど）　　　　　　　　　　　　　　　 0.05 
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のこり
【００５４】
　界面活性剤、エチレングリコール及び水を均一になるまで混合する。消泡剤及びアトラ
ジンを加えて混合する。スラリーを粉砕して、粒度の95%が17ミクロン未満になるように
する。キサンタンガム及び防腐剤を加えて均一になるまで混合する。
【００５５】
　6.1.3 メソトリオンミルベース(1.1.2を参照のこと)の調製
　5.2 最終製剤の調製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量% 
s-メトラクロールEW 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44.1
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5.00
非イオン界面活性剤（C9-C11アルキルポリグリコシドなど）〔(a)(ii)〕　3.00
ブロックコポリマー（ブチルPQ/EO界面活性剤など）〔(a)(i)〕　　　　　6.00
メソトリオンミルベース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8.4
アトラジンベースミックス 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19.0
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.9
防腐剤（ベンゾイソチアゾリノンなど）　　　　　　　　　　　　　　　　0.9
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のこり
【００５６】
　s-メトラクロールEW、水、プロピレングリコール及び界面活性剤を均一になるまで混合
する。メソトリオンミルベースを加えて混合する。アトラジンベースミックスを、しかる
後にキサンタンガム及び防腐剤を加えて均一になるまで混合する。
【００５７】
　実施例7
　7.1 予混合物の調製
　7.1.1 メトラクロールEW
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量%
メトラクロール〔(b)(i)〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66.67 
除草剤解毒剤（ベノキサコールなど）　　　　　　　　　　　　　　　　 3.33 
ポリマー（ポリスチレンなど）〔(b)(ii)〕　　　　　　　　　　　　　　4.18 
ブロックコポリマー（プルロニックF108など）〔(a)(i)〕　　　　　　　 1.87 
シリコーン消泡剤 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.18 
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23.77
【００５８】
　ポリスチレン及びベノキサコールをメトラクロール中に溶かしている。
【００５９】
　プルロニックF108を水性相中で溶かしそして消泡剤を加えている。この２つを粒度1～4
0ミクロンを有するエマルション化された有機相が形成されるように組み合わせる。
【００６０】
　7.1.2 アトラジンミルベース(6.1.2を参照のこと)
　7.1.3 アトラジンミルベース(6.1.2を参照のこと)の調製
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　7.2 最終製剤の調製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量%
メトラクロールEW 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44.1
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5.00
非イオン界面活性剤（C9-C11アルキルポリグリコシドなど）〔(a)(ii)〕　3.00
ブロックコポリマー（ブチルPQ/EO界面活性剤など）〔(a)(i)〕 　　　　 6.00
メソトリオンミルベース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8.4
アトラジンベースミックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 19.0
キサンタンガム 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0.9
防腐剤（ベンゾイソチアゾリノンなど）　　　　　　　　　　　　　　　　0.9
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のこり
【００６１】
　メトラクロールEW、水、プロピレングリコール及び界面活性剤を均一になるまで混合す
る。メソトリオンミルベースを加えて混合する。アトラジンベースミックスを、しかる後
にキサンタンガム及び防腐剤を加えて均一に成るまで混合する。
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